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昭和49年生まれ。大分県出身。50歳。金沢区富岡東在住。妻と2女の4人家族。平成9年、創価大学法学部卒業。
平成15年、米国・ワイオミング大学大学院 公共政策学 修士課程修了。大手物流会社を経て、平成27年4月、横浜
市会議員に初当選、現在3期目。
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市政報告
「たけチャンネル」
YouTube配信中！

現場の声を聴く！
恒例の政策懇談会を実施

横浜市精神障害者家族連合会、横浜建設業協会、横浜市建設
コンサルタント協会、神奈川県宅地建物取引業協会、横浜市
薬剤師連盟、横浜市立学校管理職組合、神奈川県産業資源循環研究会、アレルギーを考える母の会、横
浜市管工事組合、横浜市幼稚園協会、神奈川県土地家屋調査士政治連盟、横浜市消防職員協議会、横
浜市歯科医師連盟、全国道路標識・標示業神奈川県協会、横浜市資源リサイクル事業協同組合、横浜市
教職員組合、横浜市助産師会、神奈川県建設業協会横浜支部、神奈川県電業協会、横浜市建築設計協
同組合、横浜市病院協会、横浜交通労働組合、横浜市身体障害者団体連合会、横浜清掃労働組合、横浜
市私立保育園こども園園長会、横浜水道労働組合、横浜学童保育連絡協議会、横浜みなと介護福祉事
業協同組合・日本ホームヘルパー協会横浜支部、横浜市介護老人保健施設経営者会、神奈川県空調衛
生工業会、横浜市医師会、神奈川県社会保険労務士政治連盟、神奈川子ども支援センターつなっぐ、横
浜知的障害関連施設協議会、神奈川県トラック協会横浜ブロック、横浜市精神障害者地域生活支援連
合会、神奈川県民主医療機関連合会、横浜市防災機器販売協同組合、日本認知症グループホーム連盟
神奈川県本部、横浜市獣医師連盟　（順不同）

　6月16日～23日まで恒例の政策懇談会を開催。福祉、
教育、医療、建設、交通など多岐にわたる関係者・団体をお
招きして現場の課題や要望を聴取。来年度の予算編成に向
けて、市民生活全方面の施策を精査・検証していきます。

公明党・政策懇談会参加団体 （４０団体）

横浜ビーコルセアーズを応援！
　6月12日、プロバスケットボール・横浜ビーコルセアーズより、白
井英介代表取締役、植田哲也取締役、松崎裕樹選手が横浜市会を
表敬訪問。横浜市会議員スポーツ応援団の代表で歓迎し、和やかに
懇談も。新しいヘッドコーチのもとでチームの一体感が強まり調子
をあげており、来シーズンの更なる躍進へ期待も高まります！

賑わいと暮らしやすさの金沢区へ
　6月11日、定例の金沢区議員団会議を開催。私からは一斉改選を見据えた民生委員協力員制度の導入、金沢図書
館前の歩道拡幅、宮川にかかる待橋の拡幅、管理不全空家への対応強化などを要望。時間もかかり、慎重な検討が必
要な案件もありますが、皆さまからお寄せ頂いた課題の解消へ、着実に取組を進めます。

● 早期の「待橋」拡幅を → 令和12年度工事着手予定
● 民生委員・児童委員の「協力員制度」導入検討を要望
● 地域交通の充実へ
　・ とみおカート→１０月からの運行開始を目指す
　・ 東朝比奈‐六浦のバス路線→８月までにバス事業者から運行可否を回答

● 金沢図書館を快適に
　閲覧席の増設、親子でくつろげるエリアの設置など、今年度中にリノベーションを実施。

● 金沢区の魅力発信強化を → 外国人観光客向けに多言語での発信強化を検討
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市民の皆さまと共に短信

楽しい思い出の一日に
　6月1日、学童保育金沢ブロッ
ク運動会にお招き頂き、子どもた
ちの熱戦に声援！前日までの冷た
い雨の天気が一転、穏やかな晴
天の運動会日和に恵まれました。

子どもたちとの真剣な対話
　6月8日、シークレットベース・横浜キッズのワークショップ「DIET-子ど
も国会」にお招き頂き、小学生～高校生の皆さまと意見交換。市政や学校
の課題を巡り、鋭い質問・ご要望をたくさん頂きました。

　6月8日、金沢公会堂
で開催された金沢まごご
ろフェスティバルに絆の
会の一員として出演し、
防災啓発をテーマとした
寸劇とダンスを披露。楽
しい経験となりました。

舞台デビュー！？

こども・若者が将来に希望を描ける横浜へ！ 
新年度、横浜市会で新たに「次世代活躍推進特別委員会」が創設されました。
こども施策を社会全体で総合的かつ強力に推進していくための「こども基本法」が令和５年４月に施行され、横浜市においても令和6
年6月に議員提案で「こども・子育て基本条例」を制定しました。この条例の精神を、具体的な政策としてカタチにしていくため、次代を
担う全てのこども・若者の活躍推進に関することを調査・研究する委員会を新設し、私が初代の委員長を務めることになりました。
初年度の研究テーマを「若者の不安を取り除き、将来への希望が描ける支援について」と定めました。
若者・子どもたちの活躍ためには、まずその妨げとなる要因を取り除いていかなければならないという思いで、私から提案させ
て頂いたものです。若者が安心して将来に向き合い、希望をもって生活し、それぞれの能力を存分に発揮して頂くことで、経済の
好転、イノベーションなど、持続可能な新たな社会の価値が生まれていくと確信しています。その若者の不安を、ひとつひとつ取
り除くために効果的と思われる施策を追求していきます。
具体的にどのような施策が考えられますか
例えば、年金や社会保障、キャリアを含めた将来設計への不安を軽減するために、金融教育とともに、リスキリングや学び直しの支
援を充実する必要があります。また、結婚や子育てへの不安軽減へ、結婚・子育て支援の充実とともに多様な支援制度の周知を
図ることも大切です。何より、結婚や子育てへのポジティブなイメージを提供していくことが大事だと考えています。さらに、フェイ
クを含めてあふれる情報に正しく向き合い適切に取捨選択するための、情報リテラシー教育も大切です。親世代の介護や、孤独や
孤立の不安もあると思います。こうした様々な施策の切り口について、各所属委員の問題関心に沿って他都市の先進事例なども
参考にしながら研究を深めて頂くとともに、議会や委員会の場で議論・共有し、施策の実現・充実につなげていきます。社会の宝で
ある、若者・子どもたちが、将来に希望を持って、安心して学び・成長し、活躍していける環境づくりへ、全力で取組んで参ります。
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皆さまの声を「カタチ」に 並木一丁目の歩道橋

富岡西四丁目の住宅地の階段
　階段の手すりが
錆びてザラザラに
なり「握れない」と
の お 声 を 頂 き、
早々に再塗装を実
施しました。登り降
りの際にはしっかり
と掴んで、安全にご
通行下さい。

　小学生の通学路にもなっているところですが、補
修後に敷設された路面タイルがツルツルで「雨の日
に子供たちが滑って危ない」とのご指摘。表面をザ
ラザラにする加工を施し、滑りにくくしました。これで
安心です。


